
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

あ
な
ん
未
来
会
議
は
、
毎
年
２
回
ほ
ど
市
役
所
で

開
い
て
い
る
意
義
深
い
会
で
す
。
日
本
全
体
、
あ
る

い
は
世
界
全
体
の
視
点
か
ら
、
小
さ
な
小
さ
な
都

市
・
阿
南
に
対
し
、
自
由
な
提
言
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
二
宮
清

純
氏
や
、
日
本
航
空
株
式
会
社
西
日
本
地
区
支
配
人

の
中
野
星
子
氏
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方

（
約
10
人
）
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

特
に
二
宮
清
純
氏
に
は
、
い
つ
も
実
現
可
能
で
貴

重
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
阿
南
市
は
野
球
の
ま
ち
で
す
ね
。
四

国
は
八
十
八
カ
所
お
遍
路
が
有
名
で
す
。
な
ら
ば
、

阿
南
に
89
番
札
所
、
す
な
わ
ち
『
や
き
ゅ
う
寺
』
を

作
っ
て
は
ど
う
で
す
か
」。

　

こ
の
一
言
で
、
民
間
か
ら
多
額
の
寄
付
が
集
ま
り
、

道
の
駅
公
方
の
郷
な
か
が
わ
に
野
球
寺
が
で
き
、
全

国
的
に
野
球
の
ま
ち
阿
南
が
有
名
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

さ
て
、
前
回
の
会
議
で
の
二
宮
氏
の
発
言
で
す
。

「
ま
ず
は
、
２
０
２
０
年
と
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ど
う
違
う
か
と

い
う
点
を
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。
１
９
６
４
年
は
、
日

本
全
体
が
高
度
経
済
成
長
の
右
肩
上
が
り
の
時
代
、

い
わ
ば
国
全
体
が
青
春
時
代
の
真
っ
盛
り
に
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
高
齢
化
率
（
65
歳
以
上
の
人
口
）
は
、
わ

ず
か
６
％
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
は
約

30
％
に
達
し
ま
す
。
い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
の
成
長
一

本
や
り
で
は
、
う
ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

『
成
長
』
に
代
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
何
か
。
そ
れ
は

『
成
熟
』
で
す
。
だ
か
ら
、
２
０
２
０
年
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
障
が
い

者
の
生
活
環
境
や
、
高
齢
者
へ
の
優
し
い
配
慮
、
社

会
的
弱
者
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
持
っ
た
行
政
に

取
り
掛
か
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
が
２
０
２
０
年
の

大
会
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

社
会
変
革
運
動
で
す
。
阿
南
市
が
そ
の
先
頭
に
立
つ

施
策
を
展
開
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
小
さ
な
取
組

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
職
員
が
点
字
名
刺
を
持
つ

こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
」。

　

こ
の
発
言
に
、
私
は
あ
ら
た
め
て
人
に
や
さ
し
い

行
政
を
足
元
か
ら
め
ざ
さ
ね
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
発
言
を
受
け
て
、
あ
る
幹
部
職
員
か
ら
私
見
を

つ
づ
っ
た
文
章
が
届
き
ま
し
た
。「
点
字
名
刺
か
ら

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
阿
南
市
に
…
。
人
は
誰
で
も

何
が
し
か
の
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
。
苦
手
な

こ
と
や
難
し
い
こ
と
を
詰
め
込
ん
で
生
き
て
い
る
。

今
、
何
も
背
負
っ
て
い
な
く
て
も
い
つ
か
背
負
う
と

き
が
く
る
。
坂
道
を
上
る
と
き
に
リ
ュ
ッ
ク
が
重
た

い
な
あ
と
思
っ
た
と
き
、
周
り
の
人
が
ち
ょ
っ
と
支

え
て
く
れ
た
ら
、
普
通
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
…
。

周
り
の
人
の
リ
ュ
ッ
ク
に
気
づ
き
、
そ
の
リ
ュ
ッ
ク

を
少
し
支
え
る
手
が
す
っ
と
当
た
り
前
に
出
せ
る
市

職
員
で
あ
り
た
い
。
点
字
名
刺
運
動
を
ま
ず
阿
南
市

職
員
か
ら
広
げ
た
い
」。
市
長
と
し
て
う
れ
し
い
限

り
で
し
た
。

　

最
後
に
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
の
言
葉
で
今
回
の
市
長
通

信
を
締
め
く
く
り
ま
す
。「
人
々
の
思
い
や
り
が
あ

れ
ば
、
小
さ
な
善
意
を
大
き
な
貢
献
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
３
万
８
６
５
円

株
式
会
社
さ
か
が
み
ハ
ウ
ジ
ン
グ

様
か
ら
地
域
福
祉
充
実
の
た
め

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
収
益
金
を
社
会
福
祉
事

業
運
営
基
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

改
元
に
伴
う
市
税
等
の
通
知
書
等

の
元
号
表
記
に
つ
い
て

　

元
号
を
改
め
る
政
令
の
施
行
に

伴
い
、
５
月
１
日
以
降
に
発
出
す

る
市
税
等
の
通
知
書
等
（
納
付
書
、

証
明
書
等
）
の
日
付
や
期
日
、
年

度
の
元
号
が
「
平
成
」
で
表
記
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、「
令
和
」
に

読
み
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
旧
元
号
で
表
記
さ
れ
た
通
知

書
等
の
法
律
上
の
効
力
に
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
所
得
証
明
書

等
の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　

６
月
３
日
㈪
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

　

６
月
６
日
㈭
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件　
次
の
①
～
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
３
日
㈪
～
28

日
㈮

～ 

人
々
を
包
み
込
む

真
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
!! 

～
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